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編集後記
●オペレーションズ・リサーチに関わっていると，研
究を通して「目的関数」は何なのかを常に問われます．
どういう軸で，どういう尺度で，対象の良し悪しを考
えているのかを明確にすることになります．日常生活
では，そこまで厳密に考えることは少なく，大ざっぱ
に「目標」として意識する程度かもしれません．しか
し，新年を迎え1カ月が過ぎ，今年の目標を改めて思
い返したいところです．
●そして，新年度が始まるまで，あと2カ月を切りま
した．会社に大学，研究室にゼミナール，部活やサー
クルといった組織に新人がやってくる季節です．もち

ろん，組織には目的・目標がありますが，それがはっ
きりしていて，所属メンバーに共有されるほど，組織
としてしっかり機能します．しかし，所属メンバーに
は，いわゆる温度差があって，皆が同じ程度の目標を
もてることは稀であることも経験上わかります．
●私も新年度に初めてゼミナールを設立することとな
り，個々人を尊重しつつ，全体の目標も大事にしたい，
そんな「二目的」について悩む立場になりました．諸
先輩の教えと，オペレーションズ・リサーチの課題解
決の精神で，取り組んでいきたいと思います．
 （小林隆史）


